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津
市
名
誉
市
民
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合
同
葬

し
め
や
か
に

魚
津
市
と
黒
部
市
の
名
誉
市
民
で
、
吉
田
工
業
株
式
会
社
会
長
の

音
田
久
松
(
よ
し
だ
・
き
ゅ
う
ま
つ
)
氏
が
、
去
る
六
月
九
日
午
前
六

時
二
・十
分
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
九
歳
。

吉
田
工
業
・
魚
津
市
・
黒
部
市
に
よ
る
合
同
葬
は
、
六
月
二
十
五

日
午
前
十
一
時
よ
り
Y
K
K
体
育
館
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
魚
津
・
黒
部
両
市
民
、
自
治
体
や
企
業
・
経
済

団
体
な
ど
国
内
外
か
ら
多
数
の
人
た
ち
が
参
列
し
、
故
人
の
偉
大
な

業
績
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
最
後
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

音
田
久
松
氏
の
事
績

吉
田
久
松
氏
は
、
明
治
三
十
八
年
五
月
一

日
魚
津
市
で
生
を
う
け
ら
れ
、
昭
和
十
四
年

三
月
に
、
今
は
亡
き
弟
故
吉
田
忠
雄
社
長
が

設
立
さ
れ
た
吉
田
工
業
所
に
経
営
参
加
さ
れ

宇
品

l
v
れ~
。

以
後
、
主
に
技
術
部
門
を
担
当
さ
れ
、
持

ち
前
の
卓
抜
な
独
創
力
と
鋭
い
洞
察
力
に
よ

り
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
製
法
に
お
い
て
、
原
料
か

ら
製
品
ま
で
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ

た
一
貫
生
産
方
式
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
信
望
の
厚
さ
は
社
会
の
衆
自
の
一
致

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
昭
和
二
十
八
年
の
富

山
地
方
裁
判
所
調
停
委
員
を
皮
切
り
に
魚
津

商
工
会
議
所
会
頭
、
富
山
県
公
安
委
員
長
な

ど
、
政
治

・
経
済

・
教
育

・
文
化
等
多
岐
に

わ
た
る
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
郷
土
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
社
会
は
も
と
よ
り
国
内
外
に
お
い
て

幅
広
く
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
長
年
の
ご
功
績

に
よ
り
、
昭
和
三
十
九
年
に
藍
綬
褒
章
、
昭

和
五
十
三
年
に
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
功
労

賞
、
昭
和
五
十
四
年
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受

賞
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
に
魚

津
市

・
黒
部
市
両
市
よ
り
名
誉
市
民
に
推
戴

さ
れ
ま
し
た
。

常
に
社
会
の
繁
栄
と
人
類
の
幸
福
を
願
い

、

そ
の
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
音
田
久
松
氏
は
、

多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
去
る
六
月
九

日
、
八
十
九
歳
の
生
涯
を
全
う
さ
れ
、
不
帰
の

客
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

名
誉
市
民
推
戴
式
で
の
音
田
久
松
氏

司
昭
和
幻
年

8
月

6
日
(
写
真
右
)
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進

惇

の

去
る
六
月
九
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
魚
津

市
名
誉
市
民
音
田
久
松
氏
の
死
を
悼
み
、
市

民
を
代
表
し
て
慎
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。氏
は
、
明
治
三
十
八
年
五
月
一
日
、
下
新

川
郡
下
中
島
村
大
字
住
吉
三
五
五
九
番
地
で

舌
田
久
太
郎
氏
の
次
男
と
し
て
生
を
う
け
ら

れ
ま
し
た
。
昭
和
十
四
年
、
今
は
亡
き
弟
故

吉
田
忠
雄
社
長
の
設
立
さ
れ
た
東
京
の
吉
田

工
業
所
に
経
営
参
加
さ
れ
て
以
来
、
主
に
技

術
部
門
を
担
当
さ
れ
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
製
品
の

生
産
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り

工
場
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
魚
津
で
の
工
場

再
建
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
八

月
、
吉
田
工
業
株
式
会
社
の
専
務
取
締
役
に

就
任
さ
れ
、
持
ち
前
の
卓
越
し
た
先
見
の
明

と
識
見
に
よ
り
、
今
日
の
世
界
の

Y
K
K
繁

栄
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
経
営
の
か
た
わ
ら
、
昭
和
二

十
八
年
の
富
山
地
方
裁
判
所
調
停
委
員
を
皮

切
り
に
、
全
国
フ
ァ
ス
ナ
ー
協
会
連
合
会
副

会
長
、
魚
津
商
工
会
議
所
会
頭
、
富
山
県
公

安
委
員
会
委
員
長
、
富
山
県
貿
易
物
産
振
興

会
会
長
な
ど
、
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
等
多
種
多
岐
に
わ
た
る
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
郷
土
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
に
対
し

昭
和
三
十
九
年
の
藍
綬
褒
章
を
始
め
と
し
て
、

~ 、.

lま

と

昭
和
五
十
三
年
に
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
功

労
賞
、
昭
和
五
十
四
年
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
章
、
そ
の
他
世
界
各
国
か
ら
数
々
の
勲
章
、

称
号
等
を
受
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

氏
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
魚
津
市
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
、
そ
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
崇
高
な
お
気
持
ち

か
ら
、
魚
津
市
に
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
吉
田

記
念
館
教
育
セ
ン
タ
ー
、
吉
田
記
念
郷
土
館

な
ど
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
教
育
文
化
産
業
の
向
上
に
大
き
な
ご
貢

献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
八
月
、
魚
津
市
制
三
十
周

年
に
あ
た
り
、
名
誉
市
民
と
し
て
ご
推
戴
申

し
上
げ
て
以
来
十
二
年
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
ご
長
寿
と
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
の
に
、
今
、
在
り
し
日
の
お
姿
に
再
び

お
自
己
か
か
る
機
会
を
失
い
ま
し
た
こ
と
は
、

魚
津
市
民
に
と
り
ま
し
て
痛
惜
の
極
み
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
氏
の
残
さ
れ
た
違
大
な
業
積
は

永
遠
に
不
滅
で
あ
り
、
さ
ん
然
と
し
て
輝
き

続
け
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
に
、
五
万
市
民
と
と
も
に
、
氏
の
ご

遺
徳
を
た
た
え
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
ひ
た
す
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
追

悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

魚
津
市
長

石

)11 
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私
た
ち
が
毎
日
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
ゴ
ミ
問
題
。
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
は
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
、

限
ら
れ
た
資
源
を
む
だ
に
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
、
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
で
展
開
さ
れ

る
な
か
、
新
川
広
域
圏
で
も
そ
の
対
策
が
検
討
さ
れ
、
「
ゴ
ミ
指

定
袋
制
」
導
入
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
て
「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」

み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

想像できますか
2tトラック8，500台分

魚津市のごみ処理量の推移

仁コ燃えるゴミ

~燃えないゴミ
( t ) 

18，000 

a 

5年度4 3 2 



ゴ
ミ
は
減
っ
た
か

魚
津
市
の
現
状
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右
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l
ジ
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

過
去

4
年
聞
の
魚
津
市
内
か
ら
出
さ
れ
た
ゴ

ミ
の
量
の
推
移
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
燃
え

る
ゴ
ミ
は
減
っ
た
り
増
え
た
り
の
横
ば
い
状

態
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

平
成

5
年
度
で
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ

1
4
、

3
1
8
ト
ン
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

2
、
8
1
5

ト
ン
、
合
計

1
7
、
1
3
3
ト
ン
の
ゴ
ミ
を

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
一
人
当
た
り

年
間
約
3
4
7
匂
の
ゴ
ミ
を
出
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
の
処
理
に
使
わ
れ
だ
お
金
は
、

十イ〆

2
億

9
、
9
2
0
万
円
に
も
な
り
、
一
世
帯

あ
た
り
年
間

2
0
、
6
8
0
円
も
か
か
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
、
何
気
な
く

出
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
た
め
に
、
こ

れ
だ
け
多
額
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。

処
理
場
は
。
ハ
ン
ク
寸
前

企不燃ゴミは宮沢清掃センターへ運ばれる

市
内
か
ら
出
き
れ
る
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
新

川
広
域
圏
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
は
、
黒
部
市
に
あ
る
宮
沢
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
と
運
ば
れ
処
理
さ
れ
ま
す
。

左
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

平
成
元
年
か
ら
平
成
5
年
ま
で
の
西
部
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
焼
却
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量

の
推
移
で
す
。
平
成

5
年
度
に
は
、

1
日
平

均
約
部
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
運
ば
れ
ま
し
た
。
西

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
魚
津
市
の
ほ
か
に

黒
部
市
、
宇
奈
月
町
の
ゴ
ミ
も
運
ば
れ
ま
す

が
、
そ
の
半
数
以
上
は
魚
津
市
内
か
ら
運
ば

れ
た
ゴ
ミ
で
す
。

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
は
、

1

日

ωト
ン
。
し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
(
昭

和
必
年
に
建
設
)
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど

の
不
燃
ゴ
ミ
の
混
入
に
よ
っ
て
燃
却
能
力
が

低
下
し
、

M
時
間
体
制
で
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
不
燃
ゴ

ミ
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
最

終
埋
立
地
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

ゴ
ミ
減
量
の
決
め
手
は

分
別
と
り
サ
イ
ク
ル

現
在
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て
い

る
約
印
%
は
、
紙
・
布
類
で
す
。
紙
類
の
中

に
は
、
回
収
が
可
能
な
古
新
聞
や
古
雑
誌
な

ど
が
ま
だ
ま
だ
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
き
れ
た
も
の

の
大
半
が
、
空
き
缶
や
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
の

資
源
ゴ
ミ
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
ゴ
ミ
を
し

っ
か
り
分
別
し
て
、
積
極
的
に
再
利
用
に
回

せ
ば
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
と
い
う
両
面
で
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

ゴ
ミ
は
、
分
別
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
減
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
が
け
し
だ
い
で
、
ま
だ
ま
だ
ゴ

ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西部清掃センター可燃ゴミ搬入量
(単位 :t ) 

搬総
色 里

宇奈月

1 
年 日

入
津 音日 当

度 た
主主豆主 市 市 町 り

7G 26，797 14，556: 9，369: 2，872 86.7 

2 26，911 14，690! 9，359! 2，863 87.1 

3 26，103 14，088! 9，227! 2，788 84.5 

4 26，718 14，494! 9，537! 2，687 86.5 

5 26，566 14，318: 9，600: 2，648 86.0 

凍々パックの会代表

吉川恭子さん

リ
サ
イ
ク
ル
と
減
量
は

家
庭
か
ら

新
聞
の

1
枚
の
写
真
が
き
っ
か
け
で

始
め
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
。
今
年
で

4
年
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
婦
人
会
の

協
力
も
加
わ
り
、
「
凄
々
パ
ッ
ク
の
会
」

と
し
て
組
織
も
活
動
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
昨
年
1
年
間
で
、

1
、
4
5
0
均

の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
し
た
。
小

さ
な
牛
乳
パ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
も
数
多
く

集
ま
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
十
分

な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
の
中
で
も
、
リ
サ
イ
ク

ル
、
減
量
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
、

E
M
菌
を

使
い
家
庭
内
で
堆
肥
化
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
も
減

量
す
る
こ
と
も
、
元
は
家
庭
か
ら
出
る

ゴ
ミ
。
リ
サ
イ
ク
ル
と
減
量
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
し
だ
い
だ
と

思
い
ま
す
。

a 



ミ
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

平
成
ア
年

4
月
1
日
よ
り

ゴ
ミ
指
定
袋
制
と
資
源
コ
ミ
の
収
集
を
開
始

ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源
化
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
る
な
か
、
今
、
全
国
の
市
町
村
で
ゴ
ミ

指
定
袋
制
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
砺
波
市
や
福
野
町
な
ど

6
つ

の
市
町
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
減
量

と
資
源
化
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

新
川
広
域
圏
(
魚
津
市
・
黒
部
市
・
入
善

町
・
宇
奈
月
町
・
朝
日
町
)
で
も
、
ゴ
ミ
減

量
化
と
資
源
化
に
積
極
的
に
挑
も
う
と
、
ゴ

ミ
指
定
袋
制
の
導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
魚
津
市
で
は
、
平
成
7
年
4
月

指定ゴミ袋の種類
区 分 色 種類 容量

可燃 半
大 45旦
中 200 

透
大 450 一般家庭用 不燃 明
中 200 

袋に入ら ゴミ
粗ゴ大ミ用ないもの 処理券

可燃
透半明事業系用

不燃
大 45旦!

公用・ 可燃
透半同月 大 450 ボランティア用 不燃

1
日
よ
り
、
ゴ
ミ
指
定
袋
制
と
資
源
ゴ
ミ
の

分
別
収
集
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

な
ぜ
、
令

指
定
袋
制
に
す
る
の

指
定
袋
制
に
な
れ
ば
、
現
在
、
皆
さ
ん
が

使
用
し
て
い
る
青
や
黒
の
ゴ
ミ
袋
で
は
、
ゴ

ミ
を
出
せ
ま
せ
ん
。
市
が
指
定
す
る
ゴ
ミ
袋

を
皆
さ
ん
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
袋

で
ゴ
ミ
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
指
定
袋
制
に
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
自
分
の
出
す
ゴ
ミ
に
責
任
感
が
生
ま
れ
る
。

②
ゴ
ミ
の
出
す
量
に
応
じ
た
負
担
と
な
り
、

公
平
で
す
。

③
ゴ
ミ
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
、
減
量
化
に

つ
な
が
る
。

④
規
格
が
統
一
さ
れ
、
収
集
作
業
の
効
率
が

ア
ッ
プ
し
、
労
力
が
軽
減
さ
れ
る
。

⑤
ゴ
ミ
処
理
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
る
。

な
お
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
は
事
業
系
指
定
袋

で
出
し
、
指
定
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、
収

集
指
定
券
を
貼
っ
て
出
し
ま
す
。

~;~~~~ー­
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資
源
ゴ
ミ
の

収
集
を
始
め
ま
す

平
成
7
年
4
月
よ
り
、
従
来
の
可
燃
ゴ
、
、
¥

不
燃
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
加
え
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
ゴ
ミ
の
う
ち
、
ス
チ
ー
ル
缶
と

空
き
ビ
ン
類
を
回
収
し
ま
す
。

収
集
回
数
は
月

1
固
と
し
、
集
積
場
は
、

市
内
で
新
た
に

1
1
7
か
所
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

〈〉
回
収
す
る
資
源
ゴ
ミ

o
空
き
缶
類

缶
ジ
ュ
ー
ス
等
の
ス
チ
ー
ル
缶
。
ア
ル
ミ

缶
は
な
る
べ
く
地
区
の
集
団
回
収
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

0
空
き
ビ
ン
類

飲
物
や
食
べ
物
を
入
れ
る
ガ
ラ
ス
製
の
も

の
。
ビ
ー
ル
・
一
升
ビ
ン
な
ど
の
再
利
用
で

き
る
ビ
ン
類
は
、
販
売
庖
で
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

平成7年4月1日より指定されるゴミ袋

魚津市ごみ減量資源化
対策市民会議

宮崎重則さん会長

市
民
と
行
政
が

一
体
で
取
り
組
み
を

ゴ
ミ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

も
の
で
す
。

「
増
え
る
ゴ
ミ
」
、
「
か
き
む
経
費
」
、

「
環
境
破
壊
」
、
今
や
ゴ
ミ
は
行
政
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が

も
っ
と
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
ご

み
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

来
年
4
月
か
ら
市
が
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
「
ゴ
ミ
指
定
袋
制
」
は
、
ゴ

ミ
減
量
と
い
う
面
か
ら
、
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ

と
り
が
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
見
直
し
、
モ

ラ
ル
を
高
め
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
と
資
源
化
は
、
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
こ
そ
、

は
じ
め
て
大
き
な
効
果
が
で
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

a 



〈
〉
資
源
ゴ
ミ
回
収
方
法

O
空
き
カ
ン
類
は
指
定
の
収
集
袋
に
投
入
す

ヲ。。
0
空
き
ビ
ン
類
は
、
色
別
(
無
色
透
明
・
茶
・

黒
・
青
ま
た
は
緑
)
の
4
種
類
に
区
別
し

て
収
集
カ
ゴ
に
入
れ
ま
す
。

町
内
説
明
会
を
開
催

来
年
4
月
か
ら
実
施
予
定
の
「
ゴ
ミ

指
定
袋
制
」
と
「
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
」

に
つ
い
て
町
内
説
明
会
を
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
に
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、

7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
職
員

が
説
明
に
あ
が
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

活用し、ゴミの減量化

や
れ
ば
で
き
る

ゴ
ミ
減
量
化
/

豊
か
で
便
利
な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た

私
た
ち
。
毎
日
た
く
さ
ん
の
ゴ

ミ
を
出
し
続

け
て
い
ま
す
。
で
も
、
何
気
な
く
出
し
て
い

る
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
資

源
が
か
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
自
覚
と
努
力
な
し
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。

環
境
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
、
も
っ
と
身
近
に
も
っ
と
真
剣
に
ゴ
ミ

問
題
を
考
え
、
そ
し
て
取
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-E遭遇屋E蓮酒量彊屋監査量E亘.
-町内やPTA等、団体で

廃品回収を行なった場合、

回収量に応じて 1kg当た

り3円の報償金を支払い

ます。

※報償金を受けるには、市

へ団体登録してください 0

・亘匪藍藍盈盤霊量進盟週謹蓋盟亘・
・ゴミ自家処理器を購入

された方に費用の一部を

助成します。

(1)堆肥化容器(コンポスト)

l世帯2基まで購入金

額 6，000円以上のもの

に対して3，000円
(2)簡易ゴミ焼却炉

1世帯に 1基購入金額

20，000円以上のものに

対して10，000円

一一
II:!:!!!II圃畠凶司P7A~I\

~岨"，=no置::;;;画面E
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市民生活課クリーン係 ft23-104B問い合わせ

ミストワリ~~ゴミひとくち講座⑨

ゴミ指定袋制の巻
炭酸カルシュウム入り半透明ゴミ袋を皆さんはご存じで

したかな? (以後、炭カル袋に省略)ポリエチレンに炭酸

カルシュウムを混合した袋なのじゃ。

今、全国の35%、1135市町村が指定袋制を実施している

が、その中でも炭カル袋が各自治体の指定袋として実績が

多いのじゃ。袋の中に危険物が混入しとる場合があるが、

炭カル袋は半透明じゃから識別しやすい。それに袋を統一

するから見た目もきれいじゃのう。

富山県では砺波市が先障をきって炭カル袋を導入したが、

魚津市も来年4月1日より実施するそうじゃのう。

ところで、気になるのは指定袋の価格じゃ。砺波市では、

大袋(45~ ) 1枚40円だそうじゃが、魚津市はどうなるのか

のう。それでは、今月の講義はこれまで。また来月会おう。

」ーーー」由旬 」ーーー
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凶

av

直

川

南

北

朝

か

ら

戦

国

末

期

ま

で

の

岡

町

昌

司

2
5
0年
間
、
難
攻
不
落
を
誇
つ

固

唾

圃

た

松

倉

城

。

そ

の

支

城

で

あ

っ

た

J
1
1

ι
升
方
城
と
金
山
城
。

5
月
四
目
、

晶
司

7第
3
回
「
戦
国
の
ろ
し
祭
り
」
が

a

E

3

城
跡
を
舞
台
に
行
わ
れ
ま
し
た

ダ
@
た
間
一
銭
泊
目
計

圃
'
志
~
各
城
跡
で
ば
、
郷
土
芸
能
の
獅
Z

V
『

k

"百
』
唱

え舞
や
万
踊
り
、
伝
令
仮
装
駅
伝
・

』
i
川河

盛
跡
め
ぐ
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

-司d

壮
な
.戦
国
ロ
マ
ン
を
再
現

4

た。

の
第3困

訪
問
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

(オ

レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ほ
か
)

期

間

(
予
定
)

平
成
6
年
日
月
幻
日
(
火
)
1
幻
日
(
日
)

募
集
人
員

青

・
壮
年
男
女
時
名

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
魚
津
市
に

1
年
以
上
(
平
成
6
年
4
月
1

日
現
在
)
居
住
す
る
者

・
青

・
壮
年

初
歳
か
ら
必
歳
ま
で
の
男
女

た
だ
し
、
大
学

・
大
学
院

・
短

期
大
学

・
高
等
専
門
学
校
に
在
学

す
る
者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
者
負
担
金
約
叩
万
円

a 



6
月
市
議
会
定
例
会
は
、

8
日

か
ら
幻
自
ま
で
の
は
日
間
の
日
程

で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
補
正
予
算
や
条
例
の

改
正
な
ど
日
件
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
案
件

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算

3
億

8
7
8
万

1
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ

1
5
1
億

8
、

8
7
8
万

1
千
円
と
す
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

民

生

費

国

民

健

康

保

険

事
業
会

計
へ
の
総
出
金

7
、
6
0
0
万
円
、

ホ

l
ム
へ
ル
パ

l
活
動
用
車
両
購

入
費

2
5
0
万
円
、
国
民
年
金
事

務
特
別
対
策
事
業
費

3
0
0
万
円

を
計
上
。

農
林
水
産
業
費
林
業
地
域
環
境

整
備
事
業
費

4
、
4
8
0
万
円
。

林
業
集
落
定
住
基
盤
整
備
事
業
費

2
、

8
2
0
万
円
、
団
体
営
林
道

事
業
費

2
、
6
7
0
万
円
を
計
上
。

土
木
費

雪
国
快
適
ま
ち
づ
く
り

事
業
費

3
、

0
0
0
万
円
、
国
道

八
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
う

案
内
標
識
設
置
費

1
、

0
0
0
万

円
を
計
上
。

教

育

費

西

部

中

学
校
及
び
東
部

中
学
校
の
冷
房
設
備
工
事
費

2
、

1
0
0
万
円
を
計
上
。

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

6
年
度
魚
津
市
老
人
保
健

医
療
事
業
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
継
続
費
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

マ
魚
津
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

マ
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

魚
津
市
本
町

2
丁
目

3
番
ロ
号

潰
多
善
保
氏
の
推
薦
に
同
意

永
年
勤
続
議
員
表
彰

6
月
定
例
会
に
先
だ
ち
、
永
年

勤
続
さ
れ
た
議
員
の
方
々
に
、
全

国
市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越
市

議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

。
議
員
初
年
以
上
勤
続
特
別
表
彰

浜

多

弘

之

議

員

。
議
員
叩
年
以
上
勤
続
表
彰

朝

野

幹

子

議

員

古

金

広

議

員

そ
の
他
、
渡
航
手
続
き
に
要
す

る
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
6
年

7
月
5
日

(
8
1
初
日
(
水
)

団
員
の
決
定

選
考
に
よ
り
内
定
し
、
事
前
研

修
修
了
者
を
団
員
と
し
て
決
定

し
ま
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

8
n
l
1
0
4
5
 

応
募
に
必
要
な
書
類
は
、
社
会

教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

議
会
の
傍
聴

ロ
ビ
ー
で
も

a 

市
で
は
、

6
丹
市
議
会
よ
り
、

議
場
映
像
放
映
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
本
会
議
の
模
様
を
一
階
ロ
ビ

!
の
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
本
会
議
の
様
子
を
、
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
の
が
目
的
で
、
テ
レ
ビ
は
、

市
民
生
活
課
窓
口
の
前
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
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γ

叉
W

E
航
、
-
え

出
さ

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)
は
、
加
入
者
が
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
の
医
療
費
を
負
担
す
る
の
が
目
的
で
す
。
そ
の
医
療
費

が
毎
年
増
え
続
け
国
保
会
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
は
み

ん
な
の
も
の
、
ム
ダ
な
く
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

高
医
療
費
市
町
村
に

魚
津
市
が
指
定

高
医
療
費
市
町
村
の
指
定
は
、

前
々
年
度
の
医
療
費
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
出
き
れ
た
か
地
域
差
指
数
H

が
1
・
げ
を
超
え
る
市
町
村
が
対

象
と
な
り
ま
す
。(
魚
津
市
1
・
n)

こ
の
指
定
を
前
年
度
に
引
き
続
き

今
年
度
も
魚
津
市
が
受
け
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
市
町
村
は
、
「
安
定

化
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
の
計
画

魚津市国保の保険税と医療費

382.438 

(千円)

400 

350 

300 

震み
量ん
震な
2の
?困
?保

に
添
っ
て
医
療
給
付
費
な
ど
の
適

正
化
や
運
営
の
安
定
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
地
域
差
指
数
と
は

国
が
定
め
た
基
準
給
付
費
と
市

町
村
が
実
際
に
支
払
っ
た
医
療
給

付
費
(
実
績
給
付
費
)
と
の
比
率

を
い
い
ま
す
。

医
療
費
適
正
化

対
策
事
業
の
実
施

増
え
続
け
る
医
療
費

251.820 

(単位 :円)

250 

200 

150 

100 

50 

5 (年)4 3 2 1ド7[:63 
。

国
民
年
加金

hL1H22 2副長努i lk 
諸民;i;fEf;135iH:liltに
44F、額額額容次額 刀威 す零型金惇寺宵 あ面 I-L-一 375の 1 円で 。「用 t.:: ~ t) 什 I....t" E主 j 万 i元と 5 もす 42区五/、芸 ゑ2 |今;金 三円会円お 5、守が るれ、ま所保 な宮 |弓

刀に刀にり 0 2 ーま公す得険 与ヂ IJ
で 巳ボ巴ボで o!工 時す的 。税料 下は ，-

ふ

¥
0
.シ
¥
国
民
年
金
基
金
て

dτ
は
¥

何

の

こ

と

で

す

か

自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の

加
入
者
(
第

1
号
被
保
険
者
)
が
、

豊
か
な
老
後
を
す
ご
せ
る
よ
う
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
年
金
を

支
給
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
の
は
初
歳
以
上

ω

歳
未
満
の
第

1
号
被
保
険
者
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
0

.
保
険
料
免
除
者

・
農
業
者
年
金
加
入
者

.
任
意
加
入
者

年
金
額
は
、
掛
金
額
で
決
ま
り

ま
す
。

6
種
類
の
年
金
の
タ
イ
プ

を
組
合
せ
て
、
自
分
に
ピ

ッ
タ
リ

の
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。

掛
金
は
、
選
ん
だ
給
付
の
型
、

加
入
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
で
決

ま
り
ま
す
。
(
上
限
6
8
、
0
0
0
円
)

魚
津
市
国
民
年
金
保
険
料

収
納
推
進
員
を
委
嘱

匡
民
年
金
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
に
、
事
業
の
趣
旨
の

普
及
、
保
険
料
の
納
付
推
進
、
免

除
制
度
の
助
言

・
指
導
な
ど
の
業

血

務
を
行
い
ま
す
。

推
進
員
の
方
が
訪
問
さ
れ
た
時

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
花
岡
政
憲

東
尾
崎
5
7
2

合

引

|
7
1
1
3

住
吉
3
6
4
9

8
nー
1
6
6
1

-
寺
田
祥
子



水|辛
道官
事告
業lE
の|聖
業12
務12
状li

業

務

況

状

O
給
水
人
口

0
給
水
戸
数

o
総
配
水
量

0
総
給
水
量

O
有

収

率

四
O
、一一

O
人

一
一
、
八
四
七
戸

四
、
四
五
五
、
五
八
八
肘

三
、
六
四
二
、
四
五
四
川

八
一
、
八
%

経

1里

状

況

5
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定

の
収
支
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。収
入
は
、
水
道
料
金
そ
の
他
の

収
入
で
五
億
四
千
八
百
二
十
一
万

一
千
円
。
支
出
は
、
電
気
料
、
漏

水
修
理
費
、
人
件
費
、
支
払
利
息

な
ど
五
億
五
千
五
十
四
万
三
千
円

で
、
差
引
二
百
三
十
三
万
二
千
円

の
純
損
失
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

(
こ
の
項
目
の
金
額
は
税
抜
き
で

表
示
)建
設
改
良
工
事

5
年
度
下
半
期
に
実
施
し
た
主

な
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
国
道
8
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
配
水

管
布
設
工
事
(
そ
の

3
)

八
、
一

O
六
千
円

マ
国
道
8
号
魚
津
バ
イ
パ
ス
配
水

管
布
設
工
事
(
そ
の

4
)

九、

O
六
七
千
円

マ
市
道
大
杉
台

1
、
2
号
線
配
水
管

布
設
工
事
一
一
、
九
四
八
千
円

マ
国
道
8
号
バ
イ
パ
ス
側
道
配
水

管

布

設

工

事

九
、五
三
七
千
円

マ
市
道
友
道
大
光
寺
線
配
水
管
布

設

替

工

事

九

、七
六
一
千
円

マ
市
道
新
金
屋
並
木
町
線
外

1
路

線
配
水
管
布
設
替
工
事

九
、
一
二
五
千
円

マ
市
道
新
金
屋

1
号
線
配
水
管
布

設

替

工

事

八

、

五

九

O
千
円

マ
市
道
慶
野
宮
津
線
配
水
管
布
設

替

工

事

八

、
六
一
二
千
円

マ
県
道
阿
弥
陀
堂
魚
津
停
車
場
線

配
水
管
布
設
替
工
事

一
八
、
三
三
四
千
円

平成5年度損益収支状況 (単位:千円)
予算額 執行額(税込) 税抜

区 分
(税込) 収支上半期 下半期 計

車合 水 収 ナ且~ 499，700 252，308 249，265 501，573 486，965 

受託工事収益 55，279 23，883 15，264 39，147 38，069 

その他の収益 24，800 16，665 6，780 23，445 23，177 

収益合計 579，779 292，856 271，309 564，165 548，211 

原水及び浄水費 37，447 16，466 17，899 34，365 33，374 

配水及び給水費 83，850 33，904 41，932 75，836 73，649 

受託工事費 44，622 15，069 17，278 32，347 31，471 

総 係 費 105，063 46，648 55，530 102，178 101，676 

減価償却費 130，737 129，692 129，692 129，692 

支 払 手IJ 息 180，181 89，665 89，245 178，910 178，910 

その他の費用 8，090 1，530 1，427 2，957 1，771 

費用合計 589，990 203，282 353，003 556，285 550，543 

(うち職員給与費) (85，051 ) (41，077) (43，577) (84 ，654) (84，642) 

差 ヲ| ム10，211 89，574 ム81，694 7，880 ム 2，332
一一

友好親善都市

井原市との職員相互派遣研修
-
井
原
市
か
ら
は
次
の

4
名
の
方
が
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

光朗さん

(
期
間

7 
月
11 
日

;妹尾
10 
日 /・1

(
期
間

-
魚
津
市
か
ら
は
次
の

4
名
を
派
遣
し
ま
す
。

山
岡
晃
、
西
田
清
和

(
7
月
日
日

1

8
月
刊
日
)

松
山
久
子
、
橋
本
貞
子

(
8
月
M
日
1

8
月
初
日
)

市

所

職

員

募

集

ア
/
m
(
月
)
i
8
/
8
(
月
)

役

申
し
込
み
期
間

初級(高卒程度) 中級(短大卒程度)
職

消 保
防

種士 母

. . . . 
健主者市内 生にれま 昭和 平昭日 J三え豆，

住所喜にし 5年24年9 
( 方た年4年4 

験
方fこ 4 4 
月月
署込可見 月月

資
1 2 1 2 

格日日 日日
まか まか

体でら ) てやら

若干名 若干名 数人

. . 
試

役魚市所津、 (1月目99士消防のみ 体試験力

呉 9ー 験

羽 1月8般教養試験
日

高日

場所校(
月 日
、、-〆 、、_./

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
職
員
係

2
n
1
1
0
2
0
 

清志、さん

a 

藤井保恵さん猪原



言書
お知らせください。

広聴係 ft23-1015

堂々の入場行進 ，
市民スポーツの祭典、第43回市民体育.鳴もにもO

大会の総合開会式が、 6月12日晴天のも r 

と、初めて桃山陸上競技場を使用して行

われました。 T寸7
20種目の代表、約2500人の堂々の入場 ~:'þ
行進のあと、バドミントン競技の山越雅

桃山陸上競技場

品目、 、
・ 、・ r ，.. 
、， 、'~ - ー・噌陶・

L ーと三よζ 二
4) 

j サオ先に思いをこめて
￥ ファン待望のアユ釣りが、 6月18

日午前5時、県下一斉に解禁となり

した。片県川などでは、 5時前か

ら準備をはじめる人もいるなど、釣

人の投げ入れるサオの先にはこの日

をまちわびた思いが込められている

ようでした。

8 好天つづきで川の水量が少なく、

; 釣果が心配されましたが、川岸から

3 は生き生きと泳ぐアユの姿が見られ、
; 15cm大のものを20~30尾釣り上げる
ミ 人もおり、快調な解禁日となりまし

ゑ た。

品~_. 

自

ノ¥、ソケヨイのこった
第9回わんぱく相撲新川場所(新川

青年会議所主催)が6月19日、魚津神

社相撲場で聞かれました。

魚津市や入善町から 4年生以上の小

学生約100人が参加し、団体戦や個人

戦に日ごろの練習の成果を競いあいま

した。この日は朝から雨模様でしたが、

子どもたちは、ふんどし一丁で国技館

めざして熱戦を繰り広げました。

個人戦優勝者

4年生佐藤孝行(経団小学校)

5年生魚岸朔太(村木小学校)

6年生川平康雄(上中島小学校)

.... ・--ー一一



ダンス教室は趣味教室のなかでは、

一番人気が高く、会員数は215人。男性

が少ないのが、ちょっと悩みとか。
....、 ーー、
'"・， ー・ ...........・べ、ゴ ‘'..s'"" ‘ー ー ・ 2 ιL 

.'. -. て J記.~.. . ....~・ 4 前点;，.~.，;:~_;.:.‘~:'Ãち々:

自

' ‘川崎一，、:ふ;;.~軒'r，.i司明品問、軒~"明ヌ晴晴
樹が#曲掛争品協.(".:~:;;õ;.f.Z;明'.... ・，~iWO'.-:.."':H'叫‘'

30万人突破

事ちの

平成4年 4月29日にオープンした埋没林

博物館の入館者が、6月13日、30万人を突

破しました。

平成4年10月に10万人、 5年 8月に20万

人を記録し、30万人は 2年 1ヵ月 、776日目

のことでした。

幸運な30万人目と前後の次の方々に、石

川市長から「ミニたてもん」の置物などの記

念品が贈られました。

300，000人目岩本 徹さん(31)兵庫県神戸市

299，999人目浦上 康司さん(28)大阪府池田市

宮林哲士郎さん陥)大阪府箕面市

::-..B'汁もγ-;，;0"附山内之抑制間関岡帯晴海払'9.'.~;'d.:o.)'~::.，.吋いじ内・ 3弘、

ミズバショウ咲き誇る j 

県内最大級のミズバショウの群生地「池の 3 

尻の池」の現地調査が、 6月20日、雨模様のな j 
か行われました。

僧ケ岳の中腹、直径30mほどの池の周囲を

とりまくように、純白のミズ、ノくショウが咲き i 
~% 1)、池にはクロサンショウウオのゼリー状 ; 

の卵、ほとりの木にはモリアオかエルの泡状 ; 

の卵が多くみられました。~

池までは、片員の別又林道から険しい山道 i 
を1時間程歩きます。なかなか人の入り込め 2 
ないところだけに美しい自然が保たれている 議

孟うでセ。 夏
草欄蜘鞠糊臨卓也ぬ…判-一



.、?
あのベ

このク仏
全
国
高
校
総
体
に
出
場

魚
津
工
業
高
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
(
部
員
μ
名
)

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
基
本
は
、
矢
を
ま
っ
す

ぐ
引
き
、
ま
っ
す
ぐ
放
す
こ
と
。
み
な
さ
ん
が

想
像
し
て
い
る
よ
り
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
」
と
話
す
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
田
宏
君
。

魚
津
工
業
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
、

6
月

の
県
大
会
で

4
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
、

8
月

6
日
か
ら
宇
奈
月
町
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総

体
に
出
場
し
ま
す
。
今
回
出
場
す
る
の
は
、

4

人
一
組
の
男
子
団
体
と
女
子
個
人
で
す
。

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
技
術
と
精
神
カ
が
か

み
合
わ
な
け
れ
ば
良
い
結
果
が
で
ま
せ
ん
。
標

的
に
向
か
っ
て
い
か
に
無
心
に
な
れ
る
か
が
、

勝
負
の
わ
か
れ
目
に
な
り
ま
す
」
と
は
、
女
子

個
人
に
出
場
す
る
長
谷
川
圭
子
さ
ん
。

高
校
総
体
で
は
、

1
人

η
射
(
印

m
お
射
・

初

m
お
射
)
を
行
い
、
そ
の
合
計
得
点
を
競
い

ま
す
。
矢
を
射
る
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

精
神
面
も
大
切
で
、
練
習
で
は
座
禅
な
ど
も
取

り
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
全
国
高
校
総
体
で
は
、
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
出

場
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
、
休
日
返
上
で

練
習
し
て
お
り
、
大
会
で
は
悔
い
を
残
さ
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と
部
員
た
ち
は

全
員
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

大
会
ま
で
あ
と
一
か
月
。

の
健
闘
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
選
手
の
み
な
さ
ん

か」と聞かれたら、楽しい経験がたくさんあったの

で、一つの答えだけ上げれません。だけど、魚津市

の好きなところは言えます。

その一つは魚津の自然です。海の側にジョギング

に行きながら日の入りを見る時、気持ちがよくなり

ます。それから、 雪がまだある山まで自転車で行き

ながら、古い家とか田んぼを見るのが大好きです。

もう一つの好きなことは、魚津の人々です。アメリ

カへ帰る時、 一番の寂しいことは魚津の友達と会え

なくなることです。最後の好きなことは、この辺の

日本文化のレベルの高きです。魚津市に来る前に日

本の領事館の代表が私に.i日本のどこへ行きたいで

すか」と聞いた時、 「いなかの方」と答えました。

東京や大阪より、いなかの方が日本的な所だと思い

ます。この辺の正月や色々な祭りの慣習は本当にす

ばらしいと思います。

もうすぐ家族とアメリカの友達に会えるから、そ

のことを楽しみにしていますが 同時に魚津市と別

れなければいけないから寂しくなります。魚津市は

すばらしい所ですよノ

キャシィーのう..，目記
(魚津市国際交流員 キャサリン・ピータース)

今月の原稿を始める前に、国際チャリティーマラソ

ンについての発表があります。マラソンは、 7月9日

-10日に吉田グラウンドで行いますが、 9日の午後1

時から 2時までの問、桜井高校で英語を教えているア

イルランド人のダーメト・キングさんがギターを演奏

します。走らなくても、キングさんの歌を聞いたり、

屋台の食べ物を食べたり、色々な楽しいことがありま

すから、皆さんも来てくださいノ

このマラソンが終わってからまもなく、私はアメリ

カへ帰ります。この 1年間は本当に早かったですね。

去年の 7月に富山空港で飛行機を降りて、私の係の人

たちに会った時をまだはっきり覚えています。その時、

落ち着いた顔をしていたけど、本当はすごく緊張して

いました。でも、皆さんが温かく歓迎してくれ色々な

大切なことを教えてくれたので、すぐ慣れてほっとし

ました。

もし、「この 1年間で一番楽しかったことは何でした

血



青
春
い
き
い
き

高
慶

よ
し
え

佳

江

さ

ん

(
宮
津
幻
歳
)

東
京
第
一
ホ
テ
ル
魚
津

.>' 
・・ . 

入
社
し
て

2
年
目
。
昨
年

9
月

か
ら
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
い
ま

す
。
お
客
様
相
手
の
仕
事
だ
け
に

気
を
使
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
毎
日
で
す
。
県
外
か
ら
の
お
客

さ
ん
が
多
く
、
魚
津
の
良
さ
を
も

っ
と

P
R
し
た
い
で
す
ね
。

休
日
は
、
の
ん
び
り
と
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
。

理
想
の
男
性
は
、
頼
り
が
い
が

あ
っ
て
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、

い
っ
し
ょ
に
い
て
安
心
で
き
る
人
。

一
元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
ワ
ち
ゃ
ん

稲
場

達
也
く
ん

伊
東
加
奈
子
ち
ゃ
ん

浜
経
団

本

町

(隆

・
志
津
香
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

平
成

4
年
日
月

M
日

生

ま

れ

平(
成聡

年明
10子
月さ
30ん
日夫
妻

~生の

，:Wま:れ

しで
いす記

究主ぎ
一んで の
JG-=-
えぎ Eヨ

号 ~~
同
つ

て
は

《
お
母
さ
ん
の
三
一一
一
口
》

元
気
で
、
や
さ
し
い
女
の
子
に

育
っ
て
く
れ
れ
ば
:
:
・
。

~i気箇おもυ§宙科-・・・⑫

水族館には、よくクサカ。メが持ち込まれます。ま

た、電話による問い合わせが一番多いのもカメの飼

育に関することです。

クサ方、メは、手足のつけ根に悪臭を放つ分泌腺が

あり、いじめるといやな臭いを出します。クサガメ

を飼育する場合、大切なことは甲羅干しができる場

所を作ってやることです。カメは変温動物なので日

光浴により体温を上昇させ、活動力を高めます。ま

た、体表につく水生菌などの発生防止にも役立ちま

す。

えさは本来、雑食性で何でも食べますが、野性で

は死んだ魚やオタマジャクシ エビの仲間などが主

なえさです。家庭で飼育する時は、パンやニボシ、

金魚、のえさ、レタスなど与えてみてください。 日光

浴や栄養が十分で‘ないと、目がふくれたり甲羅がや

わらかくなる病気になります。目がふくれてきた時

には、レバーなどビタミン Aを多く含むえさを与え

ると効果があります。7月ごろ、メスは水辺近くの土

に穴を掘って、だ円形の卵を 3-14個ほど産みます。

最近では、川の岸や池の土手はコンクリートでお

おわれ、クサカソの産卵する場所がなかなか見当た

らなくなりました。昔は普通に見られたクサヵーメも、

環境の変化によってだんだん住む所が奪われている

ようです。 (写真 ・文 魚津水族館)

メ力サク

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

g
m
l
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4
0
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7
月
の
行
事

交
ベ
タ
ン
ク
大
会

日
日
(
土
)
午
後

2
時
i

初
め
て
の
人
も
簡
単
に
で
き
ま

す
。
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て

ね
。
(
申
し
込
み
は
日
日
ま
で
)

古
パ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

7
月

m日
(
金
)

行
き
先
こ
ど
も
み
ら
い
館

対

象

市

内

の

小

学

生

ω名

o
希
望
者
は
、
参
加
費

3
0
0
円

を
添
え
て
日
日
ま
で
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

血

市

民

会

館

催

物

8
2
1
1
3
0
2
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湾総

手
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
手
話
教
室

づ
，
同
月
づ
，
同
H
f
)
只
M

同
月
刊
H

口
H

毎
週
木
曜
日

(
6
回
)

午
後
6
時
初
分
j

8
時

場
所

魚
津
市
民
会
館

申
込

7
月
7
日
ま
で

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保

護
係

企
お
ー
1
0
0
5

身
体
障
害
者

巡
回
相
談
会

7
月
6
日
(
水
)

午
後

1
時
初
分

1
3時

場
所

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容

義
肢
装
具
の
判
定

・
何
百
火
火

4
庁
，
ェコ
ロ

問
合
せ

市
社
会
福
祉
課
福
祉

保
護
係

mu
n
-
-
0
0
5

上
村
木
川
川
区
・
宮
の
下
区
の

民
生
・
児
童
委
員

が
か
わ
り
ま
し
た

困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

(
新
)

山
越

邦

夫

上
村
木
2
l
u
ーロ

8
M
l
6
8
2

8

 

柳

原

清

一

上
村
木
2
l
u
ー
お

(
旧
)

日
里
親
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か

魚
津
市
一
日
里
親
会
で
は
、

家
族
に
恵
ま
れ
な
い
ル
ン
ビ
ニ

園
の
児
童
を
家
庭
に
招
い
て
、

家
庭
的
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
る
二
日
里
親
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

実
施
日
8
月
幻
日
(
土
)
j
n
日
(
日
)

申
込
・
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
内
、

一
日
里

親
事
務
局
企
お
1
1
0
0
6

精
神
障
害
者
の

家

族

相

談

会

こ
ん
な
時
ど
の
よ
う
に
接
す

る
の
、
障
害
年
金
は
も
ら
え
る

の
な
ど
、
日
頃
の
悩
み
を
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

7
月
比
日
(
木
)

午
後
1
時
初
分
j

場

所

魚
津
保
健
所

(
間
合
先
)

8

M
|
0
3
5
7

内

容

座
談
会
と
個
別
相
談

助
言
者

精
神
科
医
師
な
ど

主

催

富
山
県
精
神
障
害
者

家
族
連
合
会

・
魚
津
保
健
所

介
護
サ
ー
ビ
ス

技
術
講
習
会

期
間

9
月
6
日
j

日
月
同
日

(
午
前
9
時
i
午
後
3
時
)

内
容

ホ

l
ム
へ
ル
パ

1
2
級

課
程
修
了
程
度
の
知
識
と

技
術
の
習
得

対
象

再
就
職
を
希
望
す
る
主

婦
な
ど

定
員

初
名
(
選
考
あ
り
)

費
用

教
材
費
の
み

申
込

8
月
9
日
j

お
日
ま
で

申
込
・
間
合
先

滑
川
市
働
く
婦
人
の
家

8
0
7
6
4
(
布

)
5
7
8
0

消

防

本

部

予
防
課
で
す

8
M
l
0
2
9
5
 

消
防
設
備
士
試
験

-
試
験
日

・

場

所

・

受

付

8
月
初
日

・
幻
日

県
立
雄
峰
高
校

7
月
日
日

・
幻
日

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

-
開
催
日

・

場

所

・

受

付

7 富 7
月山月(
4 市 28法
日消日定
j 防 ・講
13本 29習
日部日)

'94夏の青少年をまもる運動

夏の亥通安全県民運動

7 月 21 日(木J~7 月 31 日(日)

。飲酒 ・暴走 ・過労運転の防止

。高齢者と子どもの交通事故防止

。シートベルト着用の徹底

7月1日""'8月31日

¥， 

あたたか運動を

ひろげよう/

伸びよう伸ばそう青少年

a 

青少年育成魚津市民会議



商
業
統
計
調
査
〈
一
般
飲
食
后
)

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
募
集

V
作
品
の
内
容

未
発
表
の
も

の
で
商
業
統
計
調
査
を
P
R

す
る
も
の
。

V
応
募
期
間

7
月
1
日
i

9
月
日
日

V
表
彰

最
優
秀
賞
叩
万
円
、

優
秀
賞
3
万
円
ほ
か

V
応
募
・
間
合
先

県
統
計
課
商

工
係
8
0
7
6
4
⑬
3
1
9
3

毎
月
勤
労
統
計
調
査

(
特
別
調
査
)
に
ご
協
力
を

7
月
汎
日
現
在
で
常
用
労
働

者
1
1
4
人
を
雇
用
す
る
事
業

所
か
ら
抽
出
し
て
実
施
し
ま
す
。

7
月
下
旬
以
降
、
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙

の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
間
合
先

県
統
計
課
人
口
労

働
係
8
0
7
6
4
⑬
3
1
9
2

ユ
リ
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

3
5
0
個
設
置

期
間

7
月
下
旬
j

8
月
下
旬

場
所
・

魚
津
駅
前

1
釈
迦
堂
交
差
点

.
市
役
所
前
ロ
ー
タ
リ
ー

水
の
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

夏
で
す
。

楽
し
い
水
の
季
節

で
す
が
一
変
し
て
悲
し
い
水
の

季
節
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
幼
児
を
川
や
池
な
ど
の
淵
の

危
険
な
所
に
連
れ
て
い
か
な
い
。

二
、
近
く
に
河
川
、
用
水
が
あ

る
所
で
は
絶
対
に
幼
児
か
ら

目
を
離
さ
な
い
。

三
、
子
ど
も
が
危
険
な
所
で
水

遊
び
し
て
い
た
ら
注
意
す
る
。

四
、
ふ
た
の
な
い
防
火
水
そ
う

付
近
で
は
遊
ば
せ
な
い
。

五
、
家
庭
内
の
危
険
な
所
と
し

て
、
水
の
は
っ
た
浴
そ
う
、

洗
濯
機
の
周
囲
に
は
踏
台
な

ど
を
置
か
な
い
。

七
夕
か
ざ
り
は

指
定
場
所
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

日
時

7
月
7
日
(
木
)

午
後
7
時
j

8
時
初
分

指
定
場
所

(
雨
天
決
行
)

大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

村
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
家
庭
で
処
分
す
る
場
合
は
、

約
切
仰
に
切
っ
て
町
内
の
ご
み

収
集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一電話情報=

.市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

.キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休恕所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金・土)ft24-8841 

・税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

.健康テレホン・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

7月のテーマ

(月) 夏の下痢とその対策

(火) へルパンギーナ(子供の夏風邪)

(水) 大人のにきび

(木) 歯科医院でのレントゲン

(金) 老眼鏡を作る際の検査

(土・日) ノマイプカ ット

ご寄付ありがとう
ございましたく制4地 >..，..¥

砂善意銀行へ

柳沢きみ大光寺

山口出i雄三ケ

高瀬長正経団中町

~'x.高倉操青相1I

稲盛静~fì 石垣新

金本義孝六郎丸

早崎美代子並木町

魚津保育園職員一同

住田建二青島

~'x.友井清大光寺

小林敏行三ケ

山岡いと東城

友田 道ifi 新角川二丁目

j賓田義男北鬼江

宗隆美則島尻

印田俊一大海寺町'

スポーツアカデミ-魚津

さんふれんど加積庖

黒瀬ファミリ-相木

自主太田 侃新角川二丁目

河岸 勉住吉

故鍛ifi研作新宿

魚住勝美諏訪町

吉本助弘上口一丁目

武限三郎六郎丸

寺田与志男吉野

山田康俊持光寺

ω魚津鋲金吉島
連合富山魚津地域協議会

大野昭二北鬼江

砂社会福祉基金として

魚津市教友会第 3回

真門宗節 ・宗敏社中

5，000円

本町一丁目

50，000円

上村木一丁目

10，000円

30，000円

50，000円

100，000円

100，000円

50，000円

30，000円

30，000円

4，000円

50，000円

30，000円

20，000円

50，000円

10，000円

30，000円

30，000円

100，000円

25，804円

2，521円

3，000円

50，000円

30，000円

50，000円

30，000円

50，000円

50，000円

50，000円

50，000円

5，000円

3，000円

2，000円

. . . . . .. 

a 

側ノ、リカ魚津居

おわびと訂正

6月号の魚津善意銀行への

ご寄付の記事中、故明吉正雄氏

の金額を 3万円としましたが、

5万円の誤りでした。
謹んでおわび申し上げ.ますと

ともに、ここに訂正いたします。



一
一
一
鎗
ら

ど
書
~l
明

附
図

Z
7月の日曜開館

10日・ 24日

翌月曜日は休館です。

ゆ
っ
く
り
と

各
駅
停
車
本
の
旅
・
・
・
④

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

日

本

の

正

体

落

合

信

彦

ワ

l
ズ
ワ

l
ス
の
庭
で松
山

猛

日
米
法

律

摩

擦

宮

智

宗

七

ニ
ッ
ポ
ン
た
て

ヨ
コ

斜
め

ピ
ー
タ
l
・
フ
ラ
ン
ク
ル

半
健
康
人
印
人
の
症
状奥
寺

環
太
平
洋
コ
メ
戦
争
宮

崎

隆

典

出

中

巷

談

河

合

隼

雄

ぴ

ろ

弓

ど

天

驚

紙

物

語

林

真

理

子

〈
文
学
・
小
説
〉

会
社
人
間
失
格
グ

酒

井

順

子

夢
と
ロ
マ
ン
の
共
和
国森
村

誠

一

筑
紫
哲
也
の
き

・
ど

・
あ
い

・
ら

く

筑

紫

哲

也

マ
リ
!
の
選
択
佐
保
美
恵
子

も
も
こ
の
い
き
も
の
図
鑑

さ
く
ら
も
も
こ

は

る

さ

き

の

へ

び

椎

名

誠

耶
律
楚
材
上
・下

陳

舜

臣

落

し

宿

出

久

根

達

郎

〈
富
山
の
本
〉

と

や

ま

の

薬

草

森

田

由
美

直
賢

平
成

5

年
度
図
書
館
の
利
用
状
況

⑩ ⑩
 

(市民1ヤ品)

図書

134，248冊

視聴覚資料1>1>

2，390点

81，375冊

四
十
年
の
あ
ゆ
み
魚
津
市
出
漁
団

に
い
か
わ
の
む
か
し
柴

垣

光

郎

見
よ
見
よ
若
き
人
び
と
へ

成
皿
、
氷
ウ
ホ
興

越
中
二
上
山
と
国
泰
寺

〈
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
〉

エ

ン

ジ

ェ

ル

藤

井

フ

ミ

ヤ

砂

の

蓄

破

パ

l
ソ
ン
ズ

ボ
イ
ズ
ン
キ
ッ
ス
熊
谷
幸
子

貸
し
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま

で
(
∞
は

1
週
間
)
で
無
料
で
す
。

っ
し
ょ
に
||
ノ

月
の
お
し
ら
せ
1
¥

5
日
(
火
)

映
画
七
夕
物
語

工
作
ゆ
か
い
な
キ
ュ
ー
ブ

映
画
少
年
モ

l
グ
リ

工
作
わ
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う

午
後
4
時
j

幼
児
l
小
学
生

ロ
日
(
火
)

問
日
(
火
)

初
日
(
火
)

対と

象き

園璽調
恋人1;子どもたち
市内のスポーツク

ラフ。てつk泳などを指

導している薄衣和香

さん。「一人ひとり個

性も能力も違い難し

いけれど、キャ ッチ

ボールをするつもり

で教えている」と言

います。表情豊かに、

語りかけるような接

し方を見ていると、

ここから、スポーツ

の楽しさを知る子ど

もたちが育っていく

のだと感じました。

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄
贈
図

書
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合

上
、
す
べ
て
を
ご
紹
介
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
窮
屈

時
事
英
語
を
読
む
会7
月
8
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会

7
月
叩
日
(
日
)

古
文
書
解
読
会

7
月
ロ
日
(
火
)

朗
読
録
音
研
修
会

7
月
ロ
日
(
火
)

川
柳
教
室

7
月
日
日
(
水
)

戸
島
家
文
書
研
究
会7
月
日
日
(
月
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
7
月
辺
日
(
金
)

漢
詩
鑑
賞

・
創
作
の
会
7
月
お
日
(
火
)

い
ず
れ
も
午
後

1
時
初
分
か
ら
。

「
源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会
」
と

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
の
み
午
前

叩
時
か
ら
。

橋

集

後

記

今
月
号
で
取
り
上
げ
た
ゴ
ミ
問

題
。
こ
ん
な
に
騒
が
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
元
年
の
こ
ろ

か
ら
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

増
え
る
量
、
か
き
む
経
費
、
環

境
破
壊
、
資
源
の
浪
費
、
今
や
ゴ

ミ
問
題
は
、
地
域
だ
け
で
な
く
地

球
規
模
の
問
題
と
し
て
考
え
る
時

期
に
き
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
続
く
限
り

つ
き
ま
と
う
ゴ
ミ
問
題
。
解
決
へ

の
道
は
、
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
は
、
自

分
で
責
任
を
持
つ
」
そ
ん
な
時
代

に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

(
I
)
 

東
城
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
同
行

し
ま
し
た
。
発
掘
に
は
片
目
ハ
小
学

校
の
児
童

・
父
兄
を
中
心
に
印
人

ぐ
ら
い
が
参
加
。

現
場
は
小
高
い
丘
の
、
元
は
畑

だ
っ
た
と
こ
ろ
と
か
。
約
4
、
5
0

0
年
前
、
縄
文
中
期
の
も
の
と
い

う
土
器
の
破
片
が
い
く
つ
も
出
土

し
ま
す
。

こ
の
土
器
は
、
目
の
前
で
せ
っ

せ
と
地
面
を
掘
っ
て
い
る
親
子
の

先
祖
が
つ
く
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
勝
手
な
想
像
。

こ
れ
か
ら
、
東
城
の
、
片
目
ハ
の
、

魚
津
の
歴
史
の
通
説
が
ど
う
か
わ

っ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。
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